
公正採用選考について【重要】 

 

 

採用選考につきましては、本人の適性と能力に基づいて実施していただい 

ているところです。 

しかしながら、昨年度におきましても「家族構成等を聞かれた」といった 

問題事象が「教育委員会」から通報されております。 

ハローワークが事業所の方に対して事実確認・指導をさせていただくと、 

「ついうっかり」「話の流れで」聞いてしまった、などの事例がほとんどで 

す。 

 

改めまして、公正な採用選考について説明しますと… 

①  本人の適性と能力のみに基づいて選考する 

→仕事をするために関係のない内容を選考基準にしないことです。 

②  応募者に広く門戸を開く 

→不必要に応募を制限しないことです。 

具体的には… 

『家族・住居・生活環境などや、宗教・思想・尊敬する人物などを質問し 

たり、選考の判断に用いたりしないこと』 

 

これは、選考の判断に用いなければよいということだけではなく、応募者 

に質問すること自体が質問される立場の者に不安を感じさせ、応募者に動揺 

を与えることとなるためです。 

事業所の皆様におかれましては、次頁以降の問題事象の例や「手引き」の 

冊子をご覧いただき、過去の様々な就職差別からの反省に基づく『人権尊重』 

という取組の趣旨をご理解いただいて、十分にご準備の上で採用選考に臨んで 

いただきますようお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       



【新規高卒採用選考における問題事象発生のシステムの流れ】 

 

高校生の採用選考では、面接直後に高校の教諭が生徒から面接での質問内容を 

聴取しています。 

 

採用選考［面接（雑談を含む）］ 

⇓⇓⇓ 

面接等の質問内容を聴取（書面含む）［教諭⇔生徒］ 

【問題があった場合】 

⇓⇓⇓ 

学校が教育委員会へ報告 

⇓⇓⇓ 

教育委員会が労働局へ通報 

⇓⇓⇓ 

労働局がハローワークへ事実確認を指示 

⇓⇓⇓ 

ハローワークが求人事業所へ事実確認を実施 

 

問題事象として指摘されてくる案件は、ついうっかり、何気なく、生徒をリラッ

クスさせようと思って聴いてしまったということがほとんどです。 

また、生徒の側から発言されることもあり、その発言内容を掘り下げる形で会話

を行ったことで、問題事象となることもあります。 

このような、本来、意図しない事象が発生しないようにご注意ください。 

 

【こんなときに問題事象が】 

 

面接官 『お父さん、お母さんはお元気ですか？』 

 

生徒をリラックスさせてあげようとして、このような質問をされることがありま

すが、これは「家族の状況・健康状態」に関することで、本人の適性と能力に関係

のない不適切な質問となります。 

また、ご両親が健在でない場合もあり、生徒が動揺する可能性もあります。 

例え、家族状況を知り不公正な採用選考をしようというような意図がなくても、

問題事象となってしまいます。 

 

面接官 『当社への応募動機を述べてください。』 

生徒  「母が、○○の仕事をしていましたので、以前から興味があり、応募いた 

しました。」 



面接官 『お母さんは今も、そのお仕事をされていますか？』 

 

この聞き返し（話の掘り下げ）は「家族の職業」を聴取したことになります。 

これらの例に限らず、聞き返しは問題事象につながってしまう可能性がありますの

でご注意ください。 

他にも、生徒に好感を持ったことで話がはずみ、ついつい個人情報にかかわるよ

うな質問をしてしまったという事象も散見されます。 

 

面接官『家はどのあたりですか？』 

『駅のどちら側ですか。近くに団地がありますよね。』 

 

応募した生徒の住所が面接官のたまたま知っている場所だったりすると、特にそ

れが何かを意図するものではないとしても質問してしまうことがあります。 

このような「家」に関する質問は、通勤の便を確認しようとして行なわれること

がありますが、「生活環境の聴取」につながります。 

家のある場所は本人の適性・能力と関わりのないことですので、選考の段階では

不適切な質問ということになります。 

また、思わぬことから不適切な質問につながってしまう例もあります。 

 

面接官『通勤に１時間以上かかりますが大丈夫ですか？』 

生徒「はい、私は毎朝５時前に起きて朝食を作っています。早起きは得意ですから

大丈夫です」 

面接官『ずいぶん早く起きるんですね。』 

生徒「家族が多いので、早く起きています。」 

面接官『ご兄弟が多いのですか？何人ですか？』 

 

これも、「家族に関する質問」ということになってしまいます。 

他にもいろいろな事象が想定されますが、以下の３点にご留意いただくことで、

問題事象の発生を防止することができます。 

①  面接にあたっては、面接担当者による事前ミーティングを行う。 

②  面接マニュアルを作成し、それに則った質問をする。 

③  急な面接官の変更には、特に注意する。   

 

不適切な質問に対しては、生徒に答えないように指導がなされています。 

『ただいまの質問には答えないように指導をうけています。』と生徒が発言した 

場合でも、生徒に不利益な選考判断を行わないようにしてください。 

面接における、「不適切な質問、なぜそれが不適切な質問なのか」について詳しく

は「手引き」をご参照ください。 

 


